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バングラデシュにおける園芸研究・普及の展開
―小農への振興事業と国際協力―
山 崎 正 氣
緒 言
バングラデシュは総面積１４．４万の国土に１４１百万の人口を擁し，その
８０％近くが農村部に居住している。１９７１年の独立以来，政情の不安，行政制
度の未整備，天然資源の不足，農村の貧困，度重なる自然災害等の諸問題を
抱える中で，食糧自給の達成は国の最優先課題として取り組まれてきた。農
業部門の特徴は，１ha以下の小規模農家や土地なし農民が大部分を占め，
稲作，畑作を中心に，地域によっては園芸，畜産，水産，林産等が密接に絡
み合った営農形態を持ち，就業機会の６５％近くを創出している。
近年の農業政策は，穀物自給への接近を背景として各地に適した作目・畜
目の選択的拡大を図ろうとするもので，その開発目標は次の様な内容が示さ
れている。①持続的農業への資源の有効活用，②農業生産の多様化，③革新
技術の効果的移転，④農村貧困の軽減，⑤農村インフラの整備・充実。その
施策として，民間部門の活性強化，融資制度の拡充，農産物価格の安定，農
家組織の育成・強化，女性の社会活動の推進等に重点を置いている。特に，
乾季作への灌漑の普及や非穀物部門への優良品種の導入・開発，栽培技術の
研究・改善等の進展に伴い，より付加価値の高い労働集約的な作物への移行
を柱とする構造改善計画を打ち出しており，中でも園芸部門は，小農の内延
的な充実による営農改善への期待と強調を受けている。
本稿においては，農業生産多様化推進における小農への園芸振興に焦点を
当て，研究・普及組織の拡充，農家の組織化，融資支援，流通対策，GOと
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NGOの連携及び国際協力等の展開について論述する。
１． 農・園芸環境と研究・普及組織
バングラデシュはインド亜大陸の東端に位置し，ガンジス河，プラマプト
ラ河，メグナ河の三大河川系によって形成されたデルタ地帯にあり，国土の
８５％が平野部で，１３％が丘陵地帯になっている。農・園芸環境は雨季の冠水
の影響によって特徴付けられ，その水位によって地形は，①高地部２７％（通
常は冠水の影響を受けない），②中位高地部４８％（冠水３０～９０cm）③中位低
地部１４％（冠水９０～１８０cm）④低地部９％（冠水１８０～３００cm）⑤最低地部
２％（冠水３００cm以上）の５つのタイプに分けられている。８１４万 haの耕
作地の内，現在の園芸作物面積は４７２．４千 ha（５．８％）で，生産の内訳は，
野菜類（イモ類を除く）２５７．２千 ha（３．２％）／１，６８０千 t，果物類２１５．２千 ha
（２．６％）／１，９８４千 tとなり，中でも高地部や中位高地部の多くは園芸作物
に適した粘土質を含む土壌で構成されている（BBS 2005）。
典型的なモンスーン気候から，高温多湿な夏季（３月～１０月）と乾燥冷涼
な冬季（１１月～２月）に分かれ，年間降水量の範囲は１，５００～３，０００mmで，
全降水量の８５％が６月から９月の雨季で占められている。野菜類は６０種以上
が見られ，一般に，冬季の温帯野菜より夏季での熱帯野菜は高温多湿のため
生産量は低く，おおよそ冬季６０％，夏季４０％の構成になっている。主な野菜
は，キュウリ，トマト，ニンジン，ナス，ダイコン，オクラ，キャベツ，カ
リフラワー，ブロッコリー，サヤインゲン，ヒユ，ニガウリ，ジュウロクサ
サゲ，トウガラシ，カボチャ，カンピョウ，ツルムラサキ等で，果物は，バ
ナナ，マンゴー，パイナップル，ジャックフルーツ，パパイア等があげられ
る。１日１人当たりの野菜の消費量は約７０gで，国家栄養会議（National
Nutrition Council）による必要量の２３５gに対し１／３程度と少なく，又，果
物は必要量の１１５gの１／４程度で，ミネラルやビタミンの供給源としても園
芸振興は食料・栄養政策や疾病予防対策にとって大きな課題となっている。
農・園芸振興の要となる農業普及部門の機構は農業省の農業普及局（DAE
: Department of Agricultural Extension）の基に全国が４つの地方に分け
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られ，さらに，６４県（District），４６４郡（Upazila），そして地区（Union）
という段階で専門指導員や普及員が配置されており，村レベル（Union）で
直接指導を行う地区普及員（BS：Block Supervisor）は９００戸の農家を担当
している。普及員への園芸指導の訓練内容は，園芸振興の意義，園芸食品の
栄養と食生活の改善，野菜・果物・香辛料等の栽培管理技術（耕起，施肥，
播種，移植，除草，剪定，挿し木，接木，改良品種の特性等），作物障害，
病害虫防除，種子の生産・保蔵，栽培計画，圃場設計と水管理等となってい
る。普及局における生活改良普及員（FBS：Female Block Supervisor）は
未だその数は限られているが，BSと共に郡の普及所に駐在し，栄養改善，
衛生改善，家族計画等への指導助言と共に，家庭菜園の普及にも活動の基本
を置き，園芸普及に関する指導要領は以下の様になる。①Contact Women
の選定，②野菜，果物栽培及び生産物の調理・加工・保蔵の指導，③季節別
栽培計画の立案指導，④専門指導員による重点指導活動への補助，⑤種子・
苗・肥料等の生産資材の供給，⑥生産物の出荷・販売等への指導助言。
研究部門としては，Gazipur 県の Joydebpur 郡にある農業研究所
（BARI： Bangladesh Agricultural Research Institute）が農業普及局
（DAE）との連携を保っている。又，Mymensingh県にある農科大学（BAU
: Bangladesh Agricultural University）の園芸学科では，野菜，果物，香
辛料，花卉の研究が行われ，食品化学科では，園芸食品の栄養，加工，保蔵
の研究が行われている。さらに，大学付属の教育・訓練所（GTI：Graduate
Training Institute）では，普及員や研究員，NGO，農民グループへの教育・
訓練を行っている。
経済活動の部門としては，農業開発公社（BADC：Bangladesh Agricul-
tural Development Board）が種子，肥料，農薬等の生産資材の供給を担当
している。さらに，流通を担当する農業流通局（DAM：Directorate Agricul-
tural Marketing）や農家への信用事業を担当する農村開発公団（BRDB：
Bangladesh Rural Development Board）等がある。
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２．園芸研究・普及の展開過程
１）農村女性への園芸振興
バングラデシュの農業は国民経済を支え，食料と工業原料の供給だけでな
く雇用機会創出の基盤となっている。急速な人口増加に対し，穀物の自給達
成を最優先としてきたが，これだけでは栄養条件を満たすには不十分で，野
菜，果物，豆類，畜産物，水産物からのタンパク質，ビタミン，ミネラル等
の供給がさらに必要条件としてあげられてきた。特に，これらの生産は居住
区周辺での活動（Homestead Farming）が主となり，そのほとんどが女性
の労働によるもので，これまで充分な配慮がなされて来なかった部門と言わ
れている。国連の ILO（International Labor Organization）の調査（１９８０
年）では，Comilla県の村落での１日の女性労働の内容は，日常家事の他，
作物の管理，収穫調整，家畜・家禽飼養，養魚，家庭菜園，水の運搬，飼料
や燃料集め等と多岐にわたり，総労働時間は１０～１４時間となっている。さら
に，育児の時間も加わり多くの場合男性より上回っている。又，国連の
UNDP（United Nations Development Program）による，２０県，４３村を対
象とした Overview of Women’s Role in Agriculture（１９８９年）の広域調査
では，５５％の女性が家事労働以外の生産活動に就いていると報告しており，
明らかに労働力の一翼と考えられる。特に，その内の４０％は直接営農活動に
従事しており，作業の内容は作物管理（１７％），収穫調整（１３％），菜園や家
畜の管理（１０％）に当てられている。
これまでの Homestead Farming関係の教育・訓練の事例では，農村開
発アカデミー（BARD：Bangladesh Academy for Rural Development）
は，７０年代に Comilla県 Ktowali郡のパイロット地区でWomen’s Develop-
ment Programを展開し，グループ作りによる収入向上事業を進め，家庭菜
園，養鶏，縫製，機織り等の訓練活動を行っている。中でも家庭菜園の訓練
は最も効果の高い活動であったと報告されており，７７年からは，国連の
UNICEF（United Nations Children’s Fund）による優良種子の配布協力
も加わり高い収入を得ている。
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その後，BARDによる家庭菜園の訓練事業は，８４年には国際機関のアジ
ア太平洋統合農村開発センター（CIRDAP：Center on Integrated Rural
Development for Asia and the Pacific）のパイロット事業の Kitchen Gar-
dening and Home Level Processing of Food and Home based Industries
for Rural Womenとして進展し，９１年まで実施された。この間９０年には，
アジア・太平洋地域の研究交流の Workshop−Kitchen Gardening and
Home based Productive in Rural Areaが開催され，国連の IFAD（Inter-
national Fund for Agriculture Development），開発団体のWI（Winrock
International）の協賛と共に，インド，ネパール，タイ国からの事例報告
がなされている。
又，農業開発公団（BRDB）は，７５年から世界銀行（WB：World Bank）
の援助によって１９県，１９郡でパイロット事業の Rural Women’s Coopera-
tives を推進し，７９年にはその活動が２８郡に拡大され，６５７の組合数（２７，０００
名）に達している。生活改善及び収入向上への訓練活動は園芸，家禽飼養，
養魚，脱穀機管理，手工業，識字教育，組合会計，栄養改善，基礎医療等の
総合的内容で，担当は大学や BARD，政府関係の訓練所等の他，NGOも参
加している。
８１年の UNICEF による調査（Inventory for Women’s Organization in
Bangladesh）では，政府（Ministry of Social Welfare and Women’s Af-
fairs）に登録されていた女性関連の組織のうち，８５．５％が NGO であ
り，１３．１％が政府関係機関で，他に国際関係機関からの援助事業が１．４％と
なっている。特に，７０年代には海外からの協力を受けた NGOの発足が増加
していた頃で，女性関連への重点活動が見られ，内容は技術訓練が多く，次
いで識字教育，育児・家族計画等の順になっている。その後，NGOの多く
は貧困層への農業開発，農村家内工業の振興，衛生改善や互助組織の育成等
の事業活動を柱としており，大手 NGOの BRAC（Bangladesh Rural Ad-
vancement Committee），PROSHIKA, CARE, World Vision等や，農業開
発の経験が長い FIVDB（Friend in Village Development Bangladesh），
CCDB（Christian Commission for Development in Bangladesh），MCC
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（Mennonite Central Committee），RDRS（Rongpur Dinajpur Rural
Service）等が園芸振興活動を展開し，その事業目標は以下の様に要約され
る。①家庭菜園の有効利用と栄養知識の普及，②食料生産の増加と栄養水準
の向上，③収入向上と雇用機会の創出による貧困の軽減，④相互扶助グルー
プの形成による女性の社会開発参加と自立意識の涵養。
２）小農への園芸普及施策
国連の FAO（Food and Agricultural Organization）では，家族構成６
人を辛じて養える土地規模の最低限度を１haとして小農と呼んでいる。一
般に，大農経営に比べ営農資源の利用効率が高く優れた点が多く指摘されて
おり，政府の第４次５ヵ年計画（１９９１～１９９５年）では，零細農民に焦点を当
てた施策を強調し，農業研究，普及組織，信用制度，資材供給体制等の整備・
充実に重点を置いている。特に園芸部門は，内延的な充実による経営改善の
余地が大きい事から，女性，青年を含めた生産活動の促進と就業機会の創出
を重点目標としてあげてきた。
９２年から農業普及局による ASSP事業（Agriculture Support and Service
Program）の一環として，革新技術の普及を課題とするHomestead Vegeta-
ble Production計画は，農業研究所の営農システム研究（Farming Systems
Research）で開発した園芸の技術移転を促進するもので，零細農家を対象
に展示菜園を設け，技術訓練，種子の供給，見学会等の企画によって普及拡
大を図っている。園芸開発モデルは３６㎡（６m×６m）の圃場規模で１日当
たり５００gの野菜生産を目標とし，６人家族が，ビタミンＡ・Ｃ及び鉄分を
確保でき，生産余剰による収入向上も見込まれている。野菜の栽培体系は圃
場を５分割し，次の５類型の作付けが組めるように１４種類の優良品種が準備
されている。
①ダイコン／トマト － ヒユ（赤）－ ヒユ（赤）－ ツルムラサキ，②ヒ
ユ（赤）＋ ナス － ヒユ（赤）－ オクラ，③ヒユ（赤）－ ホウレンソウ
－ ニンニク － ヒユ（赤）－ ヒユ（緑），④ヒユ（緑）－ タマネギ － カ
ンコン － ヒユ（赤），⑤キャベツ － ヒユ（赤）－ ニガウリ － ヒユ
（赤）。又，パパイア，バナナ，ライム，グゥアバ等の果物の他，つる性の
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ササゲ，カンピョウ，トカドヘチマや日陰向きのターメリック，ショウガ，
タロイモ等も勧められている（Yamazaki 1996）。
その後，政府の社会・経済開発の第４次５カ年計画（１９９１～９５年）の終了
と空白期間の後，９７年から開始された第５次５カ年計画（１９９７～２００２年）及
び延長計画（２００３年～２００５年）では，政治・経済・社会の安定化，人的資源
開発，資源・環境の保全，公平と社会正義の確立を基礎として次の様な主要
目標をあげている。①経済の加速的成長（年率７％）②雇用機会の創出・増
大と貧困層の軽減，③民間部門の活性強化と輸出の促進。特に，行政組織の
再編・整備，階層格差の是正，教育制度の充実等に政策の重点を置いてい
る。
第５次計画実施に向けた農業省はこれまでの開発事業の反省・評価作業を
通して，１９９６年には農業普及事業の刷新を図る NAEP（New Agricultural
Extension Policy）を策定し，普及活動の効率化を柱に，非農産部門（畜産，
水産，林産）及び民間部門（農産加工，流通，輸出）との連携，研究・普及
活動への農民の参加と課題解決能力の養成，普及事業の分権化と地方運営組
織の拡充等をあげている。特に，農民グループの育成，貧農層（小農，女性，
青年，土地なし農民）への事業展開と NGOとの交流・連携を強調し，農業
普及局は，９７年に Comilla県の BARDでWorkshop−Building Partnership
Between GO−NGO for Implementation of the New Agricultural Exten-
sion Policyを開催し，政府関係機関の地方行政，畜産，水産，水資源，流
通，信用事業等の部門と大手 NGO，国際 NGO，地方 NGOの代表者によ
る事業説明と情報交換を通して相互理解と連携の基盤作りを図っている。
又，農科大学（BAU）の農業教育・普及学科は，９９年に農業普及協会
（BAES），農業研究会議（BARC）との共催による Symposium– Agricul-
tural Extension Services in the 21st Century : Needs and Challengesを
開催し，２１世紀に向けての教育・研究・普及・農民の連携強化，民間部門の
振興，貧農層への振興事業の促進，GOと NGOの連携推進等についての展
望を纏めようとするもので，農業教育・研究・普及関係機関と NGOの他，
インド，スリランカ，世界銀行（WB）の代表も参加している。
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３）園芸研究の拡充
園芸振興への適正技術研究・開発の拠点となる BARIの本部では，作物
生産，加工利用，流通経済に関わる１４の基礎研究部門（Research Division）
を持ち，作目別の７研究センター（Research Center：イモ・根菜類，油料
作物，園芸作物，小麦，豆類，香辛料，作物遺伝子資源）を本部及び地方に
配置し，研究所の支場（Regional Station：１０県），副支場（Sub−Station：
２８ヵ所）の他，営農システム研究・開発地（Farming Systems Research
and Development Site：９ヵ所）と技術移転の拠点となる営農試験地が，３０
類型からなる農業生態系の地域を対象として７２ヵ所に配置されている。
BARIの本部に設置されている園芸研究センター（HRC：Horticulture
Research Center）では，園芸作物の改良・増殖，栄養収量の向上，栽培技
術，灌漑管理，病害虫防除（総合病害虫防除／IPM：Integrated Pest Man-
agementを含む），ポストハーベスト管理（収穫調整・保蔵・加工），流通
経済，現地適応試験の研究活動を中心に民間部門や NGOとの連携を保って
いる。これまでに開発・奨励された園芸作物の優良品種は，野菜５１，果物
２３，花１の他，香辛料１１，イモ・根菜類４４個体となっている。主な野菜とし
ては，トマト（１５），カリフラワー（２），ダイコン（３），葉菜類（９），サ
ヤインゲン（３），オクラ（１），ニガウリ（１），ヒユ（２）等がある。さ
らに，花卉生産の研究が注目されており，バラ，カーネーション，ラン，グ
ラジオラス，キク等の導入・開発が推進されている。又，平地より冷涼なイ
ンド，ミャンマーの国境地帯に広がる丘陵地帯では，山岳少数民への農業振
興も含めた園芸開発の研究が行われている。
生産性の向上の図る優良種苗の開発には，近年，民間種苗会社の参入が顕
著で，特に，大手 NGO（BRAC, PROSHIKA, Grameen Krishi Founda-
tion）は，その組織と資金力を生かし，優良品種の導入・開発，適応試験，
増殖・保蔵・流通と共に，組織培養研究・開発にも進出し，BARI，BADC
との共同研究も進展している。
これまでの園芸研究部門拡充への政府農業省及び国際協力支援の展開過程
の概要は次のようになる。①柑橘類，野菜種子研究センター（Citrus and
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Vegetable Seed Research Center：１９７７～８５年／JICA協力）：BARI本部へ
の研究施設，試験圃場の設置，研修・教育による研究員の養成，優良品種の
導入・選抜，新品種の作出（キャベツ，ハクサイ，葉菜類，ダイコン，カン
コン，ヒユ類等），②マンゴー生産研究施設・設備の設置（Mango Research
and Development：１９８４～８９年／FAO協力），③香辛料研究センターの設置
（Spice Research Center：１９９４～２００６年／GoB），④園芸開発事業（１９８９～
９９年：FAO／ADB共同協力）：BARI, DAE, BADC連携による園芸研究・普
及の推進事業への関連施設・設備の拡充，人的資源開発，園芸研究センター
（Horticulture Research Center）の設置，優良品種導入・試験・研究，地
方の園芸研究活動の強化，⑤野菜種子生産・流通改善計画（１９８８～９９年：
FAO／Denmark／Belgium共同協力）：BARI, BADC，民間部門の連携によ
る優良種子生産・流通の強化，農民の優良種子採用への教育・普及活動，⑥
野菜生産への技術移転事業（１９９１～２０００年：AVRDC／USAID共同協力）：
遺伝子資源の収集（トマト，ハクサイ，トウガラシ，等／台湾から），USAID
（United States Agency for International Development）の支援による
AVRDC（Asia Vegetable Research Development Center）との交流・連
携の強化，⑦農業研究促進事業（１９９６～２００１年／WB協力）：園芸部門への人
的資源開発，研究費支援，⑧園芸研究センター強化事業（２０００～２００３年／
USAID 協力）：人的資源開発（Ms., PhD. レベル），施設・設備の改善
（BARC ２００６）。
この間，USAID支援による野菜生産振興の一環として，AVRDCとの交
流・提携を柱とする次の様な関係機関，民間部門，NGO等への教育・訓練
とワークショップを開催している。①野菜の集約栽培と利用（１９９３年：
Training Course − Intensive Vegetable Growing and its Utilization ／
AVRDC・BARI・BARC・USAID協賛）：栽培技術体系（特性と栄養，病
害虫防除，ポストハーベスト管理，育種改良と種子生産，流通経済等）の総
合的訓練，②野菜の種苗ビジネス振興（１９９９年：Workshop−Development
of Entrepreneurship in Vegetable Nursery and Seed Business in Bangla-
desh／AVRDC・BARI・BARC・USAID協賛）：優良種苗生産，民間部門の
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振興，農家契約生産，NGOの役割等の講演と交流・情報交換。
４）園芸作物の輸出振興
世界銀行（WB）の協力による農業部門の改革と技術革新事業の一環とし
て，９３年に園芸輸出開発基金（Horticulture Export Development Founda-
tion）が創設され，園芸作物の欧米やエスニック諸国への輸出振興に向けた
生産の多様化，高品質化を課題として，次の様な事業活動となっている。①
関係機関の連携と NGO，農民グループ，農産企業の輸出経営能力の養成，
②振興地域及び適性作目の策定，③栽培管理技術の開発・普及，④ポスト
ハーベスト管理，格付け・梱包，輸送技術の開発・普及，⑤冷蔵・冷凍施設
の運営と提供，⑥国際農産物規格への対応と品質の監査，⑦国際市場情報の
調査・分析と市場開拓（Yamazaki 2007）。
次章では，アジア開発銀行（ADB：Asia Development Bank）の資金協
力と運営指導によるバングラデシュ北西部での園芸振興事業の事例について
詳述する。
３．小農への園芸振興事業の展開事例
―Northwest Crop Diversification Project（NCDP）
バングラデシュの北西部作目多様化事業（NCDP）はアジア開発銀行
（ADB）の資金協力を受け，２００１年の発足から２００８年に至る７ヵ年の長期
開発事業として，北西部のラジシャヒ管区（Rajshahi Division：Fig．１）の
１６県，６１郡を対象とする全域的な活動を展開し，園芸部門を柱とする高価値
作物（HVC：High Value Crop）の導入・普及によって営農改善を図ろう
とするもので，同時に，地域振興ヘの信用事業，農産加工，農産物流通等の
推進による雇用機会の創出・増大を目的としている。運営は農業普及局
（DAE）を主体に農業流通局（DAM），地方エンジニアリング局
（LGED），バングラデシュ銀行（BB），ラジシャヒ農業協同組合銀行（RA-
KUB）の連携と共に，農家の組織化の運営・管理を指導する大手 NGOの
BRAC, PROSHIKA, GKF（Grameen Krishi Foundation），RDRS（Rang-
pur Dinajpur Rural Services）で構成され，事業財源の分担は政府９．６百万
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Rajshahi Division（１～１６）
１ Panchagrahm
２ Thakurgaon
３ Nilphamari
４ Dinajpur
５ Lalmonirhat
６ Rangpur
７ Kurigram
８ Gaibandha
９ Joypurhat
１０ Bogra
１１ Nawabganj
１２ Naogaon
１３ Rajshahi
１４ Natore
１５ Sirajganj
１６ Pabna
Dhaka Division（２７～４３）
２７ Jamalpur
２８ Sherpur
２９ Mymensingh
３０ Netro Kona
３１ Kishoreganj
３２ Tangail
３３ Manikganj
３４ Dhaka
３５ Gazipur
３６ Narsindi
３７ Narayanganj
３８ Munshiganj
３９ Rajbari
４０ Faridpur
４１ Madaripur
４２ Shariatpur
４３ Gopalganj
Sylhet Division（５０～５３）
５０ Sunamganj
５１ Sylhet
５２ Moulvibazar
５３ Habiganj
Khulna Division（１７～２６）
１７ Kushtia
１８ Meherpur
１９ Chuadanga
２０ Jhenaidah
２１ Magura
２２ Jessore
２３ Narail
２４ Satkhira
２５ Khulna
２６ Bagerhat
NCDP Districts
Barisal Division（４４～４９）
４４ Barisal
４５ Pirojpur
４６ Jhalahat
４７ Patuakhali
４８ Barguna
４９ Bhola
Chittagong Division（５４～６４）
５４ Brahmanbaria
５５ Comilla
５６ Chandpur
５７ Feni
５８ Lakshmipur
５９ Noakhali
６０ Chittagong
６１ Cox’s Bazar
６２ Khagrachari Hill Tracts
６３ Rangamati Hill Tracts
６４ Bandarban Hill Tracts
List of Districts and Divisions （Fig．１）
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弗（１４％），関係機関１０．３百万弗（１６％），ADB ４６．３百万弗（７０％）の内
訳となっている。
バングラデシュの北西部は農村部に人口の８５％が居住し，農業部門が主た
る産業基盤で地域経済の４５％を占めている。商工業部門の定着は未発達で就
業機会も少なく，約６２％が貧困ラインにあると見られている。営農形態は稲
作が主体であるが，農業環境としては土壌条件や排水性も良く生産多様化へ
の潜在力を保持している。地域の８０％余りが中位高地又は高地部で構成され
ており，洪水被害が比較的少なく通年の作物生産が可能で，特に，野菜，果
物，香辛料等の生産振興が期待されてきた。事業計画による主な HVCの種
類は Table１の様になる。作物の内容は，BARIの開発・作出による奨励品
種の野菜（夏季，雨季，冬季用）果物，香辛料の他，トウモロコシ，香り米，
ヒマワリ，落花生等を加え，年間を通した多様な栽培体系の創出に備えてい
る。特に，中央部や主都 Dhakaとのアクセスを隔てていた大河川（ジャム
ナ）への大規模な架橋の完成によって社会・経済活動の距離は大幅に短縮さ
れ，HVCにとっての生産・加工・流通条件が整備されている。
NCDPの研究・普及活動は，長期的な継続指導を通して貧農層の収入向
上，栄養改善による貧困の軽減，地域の自助努力への啓発を目指すもので，
Fruits Vegetables Spices Cereals/ Oilseeds
Mango Potato Cabbage Onion Maize（Hybrid）
Banana Tomato Bottle gourd Chilli Aromatic Rice
Citrus Cauliflower Carrot Garlic Sunflower（Hybrid）
Guava Pumpkin Brinjal Ginger Ground nut*
Litchi Pointed Gourd Mung bean* Turmeric
Kul（Jujube） Bitter Gourd French Bean
Papaya Lati Kachu* Garden Pea
Watermelon Okra Country Bean
Table１ List of High Value Crops of Northwest Crop Diversification Project
* New３crops have been added to the list of NCDP High Value Crops
Source：NCDP ２００６
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NCPDの事業実施方法は，①HVCの研究・普及スタッフの養成と資質の向
上， ②農家への教育・訓練と課題解決能力の養成，③農家の組織化と融資
支援，④流通改善の支援，⑤農産工業の振興，⑥HVCの現地適応試験・研
究，⑦地域 NGOと政府関係機関との連携の構築となっている。事業対象の
営農規模を０．２～１．２haの小農として，７ヵ年事業達成目標を次のように計
画している。①農民グループの育成（１単位２０戸）：１０，０００グループ，②作
物生産，収穫・調整，加工，流通に関する教育・訓練指導：２００，０００戸，③
生産・加工・流通活動への融資支援：１６０，０００戸，④HVCの作付け面積：
４０，０００ha，⑤県レベルの卸売市場の開設：１６ヵ所（各県１ヵ所），⑥農民グ
ループの直販所の設置：６１ヵ所（各郡１ヵ所），⑦園芸訓練センターの整
備・充実／設置：DAE６ヵ所，NGO１ヵ所，BRDA（Bogra Rural Develop-
ment Academy）１ヵ所，⑧HVCの産出額と経済効果：３７万 t／年，収入向
上２４％，⑨就業機会の創出：４．４百万労働日数／年。
NCDPの活動内容と２００６年度までの目標達成の実績は次の様に報告され
ている（NCDP ２００６）。
１）HVCの生産・流通教育訓練
HVCの生産・流通に関する教育・訓練の対象は，①普及局（DAE）の普
及職員（県，郡），NGOの指導員，②地区 DAE及び NGOのフィールドス
タッフ，③農家及び農産工業者で，訓練内容は以下の様になる。①HVCの
特性と生産・流通振興の目的と意義，②夏季，雨季，冬季での栽培技術体系
―圃場整備，育苗，播種，除草，灌漑，病害虫防除，③収穫・調整・貯蔵，
出荷，種子生産・保蔵。
２００６年度までの DAEと NGOの指導者への訓練数は DAE９０８名，NGO
１８７名，DAE補佐職員１，０５０名の計２，１４５名となっている。又，ポストハーベ
スト管理，アクリビジネス，流通に関わる特別コースでは，DAE６１名，DAM
１６名，NGO２０名の計９７名となる。さらに，女性の社会参加，地位向上を課
題とした「女性と開発」コースは，DAE１２０名，NGO１３５名及び事業管理運
営に関する「事業監査・評価」コースには DAE４０名，NGO３５名が参加して
おり，HVCの普及に向けた総合的な訓練指導となっている。
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農家にとって教育・訓練への参加は融資支援の前提条件となっており，訓
練総数は１７７，４２０名で年度内目標の８８．７％となっている。事業方針として性
差の均衡を図ることから，内訳は男性８５，９５０名（４８．５％），女性９１，４７０名
（５１．５％）の構成となっている。特に，DAEと NGOの連携で組織化され
た農民グループ（２０名構成）からの代表は，各県の DAE園芸開発訓練セン
ター（HDTC：Horticulture Development Training Center）でのリーダー
シップコースに参加し，総数は１１，１０３名（男性５，３７４名，女性５，７２９名）とな
り，他に「女性と開発」コースには１２６名が参加している。
事業では，普及活動の一環として農民参加型の FFS（Farmers Field
School Approach）に取り組んでおり，農民グループによる栽培実践と工夫
による課題解決能力の向上と近隣農家への波及を図るもので，実践学習訓練
は５００㎡規模の圃場で栽培管理を行い，地区のモデル圃場としての機能を
持っている。DAEの助言・指導による FFSの訓練は６，１２５名（男性２，８４６
名，女性３，２７９名）となり，タマネギ，ナス，ササゲ，トマト，パパイア等を中
心に実践学習を行っており，さらに，１０作物の追加指導が準備されている。
この間，８ヵ所の園芸訓練センター（HDTC）の施設・設備の改善が行わ
れ，DAE（６），BRDA（１），RDRS（１）の内訳となっている。又，訓練・
普及活動用のマニュアル，フリップチャート，テキスト等の補助教材も開
発・配布され，さらに，NCDPのWeb siteでの検索が可能となっている。
Season Target Achievement Comments
Kharif−ll
(16 July to 15 October)
４０４ ４０４
6 HVCs including 128
Mango, 92 Litchi
orchard
Rabi (16 Oct.to 15 March) ４５３ ４４６ Covered 12 HVCs
Kharif−l
(16 March to 15 July)
６４１５ ６４０３
Covered 7 HVCs
include 6100 single
Jujube, 75S. Onion
demonstrations
Total ７２７２ ７２５３
Table 2 Target and Achievement of Demonstration
Source：NCDP 2006
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Type SI. Name of Crops Objective of the Demonstration
Fruit １ Jujube（Kul） Top working of local species to disseminate/
improved/ quality varieties like Apple kul
２ Mandarin Promotion of quality Oranges in Panchagar
District
３ Pummeloes Promotion of quality through better variety
４ Mango High density Mango production and orchard
Establishment with elite variety of Mango
５ Banana High density planting with tissue cultured
propagule for higher yield and income
６ Papaya Production management package with im-
proved varieties
７ Litchi Production management for high density
planting of elite variety aiming high income
Spice ８ Chili Varietal promotion for high yield
９ Onion Management & production of off season /
summer onion
１０ Onion Production of summer Onion seed
１１ Garlic Improving practices to O−tillage production
technology
１２ Ginger Disease free varietal introduction (Local and
from the Hill region)
Vegetable １３ Okra Increase yield using improved varieties
１４ Tomato Late & off season production−Feb.−March/
December seeding
１５ Brinjal Management for higher production
１６ Bitter gourd Yield increase using newly selected / im-
proved variety
１７ French bean Introduction and promotion as new crop
１８ Bottle gourd Introduction and promotion of improved
variey
Cereal １９ Potato−Maize Relay For higher yield and profit (per unit area)
２０ Aromatic Rice Introduction of Bashmoti
Table ３ Objectives of NCDP Crop Demonstrations
Source：NCDP ２００６
－ 258 －
２）HVC栽培展示圃
普及活動の重要な要素となる展示圃の設置・管理が各地域で実施されてお
り，季節別の活動実績は Table２の様に目標（７，２７２件）をほぼ満たした総
数７，２５３件となっている。展示活動は，適性品種の導入・管理法，栽培密度，
種子生産・増殖，不耕起法，病害抵抗性品種，端境期への生産対策，増収栽
培技術等の普及を目的として，各種作物の展示内容は Table 3のように構成
されている。これらの活動過程は調査・分析され評価・反省・報告を通して
次年度への研究・普及の改善に向けられている。この間，補助活動として関
係機関，農家，農産工業，流通関係者によるワークショップ２０８件，農業祭
２０２件，見学会８７件が開催されており，参加者は２，８７９名（男性２，０６７名，女
性８１２名）となっている。
３）農家の組織化と融資支援
NCDP事業連携の４NGOによる農家の組織化は，啓発過程を経て２００３年
から実施段階に入り各 NGOの実績は Table４の様になる。農民グループの
合計は目標を満たした１０，０３２件（女性５，１１４件）となり，メンバー総数は
１８６，４６８名（女性９４，０２３名）で性差を同率とする事業方針が反映されている。
NGOによる農民グループへの融資支援（２００３年１２月～２００６年６月）の実績
は Table５の様に，融資件数は１８６，２９４件で総額８７４．６百万 Tk となってい
る。HVCの生産面積は４２，９６６haの規模で，目標の４０，０００haを満たしてお
り，これに伴う就業機会の創出は目標の４．４百万労働日／年を上回っている。
Progress as on 30 June, 2006
Partner NGO Target Group Number Group Member
Total Female Total Female
BRAC ３４６５
２８７０
２０４５
１６２０
３４６５
２８８８
２０５７
１６２２
１７５４
１５３１
１０８５
７４４
６４２８６
５２８７５
３８３４９
３０９５８
３２３９９
２７９０１
１９８５５
１３８６８
PROSHIKA
RDRS
GKF
Total １００００ １００３２ ５１１４ １８６４６８ ９４０２３
Table ４ NGO Wise Progress of Group Formation (in number)
Source：NCDP ２００６
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２００５年度の NCDPの監査・評価部による BME調査（Benefit Monitoring
& Evaluation Survey）の報告によると，栽培件数の多い作物としては，バ
レイショ，トウモロコシ，ブリンジヤル（ナス），ニンニク，ターメリック，
バナナ，タマネギ，トウガラシ等で，費用／便益率の高い作物としては，ト
マト（４．５４），パパイア（４．４６），スイカ（４，４５），ショウガ（３．９６），カリフ
ラワー（３．６０），ニガウリ（３．３１），キャベツ（３．３４）カボチャ（３．０１），ト
ウガラシ（２．８１），バナナ（２．８０）等があげられる。
同調査報告による，事業対象農家と一般農家に於ける各種作物の生産性及
び収入向上の比較は Table６の様になる。作物によっては明らかな差が見ら
れ，生産性では，ニンニク（９０．３２），ショウガ（７６．５７），カントリービーン
（５０．９１），ニンジン（４９．６７），タマネギ（４６．９１），トウモロコシ（４１．１２），
ターメリック（４０．９２），トマト（３２．３８），ボトルガード（２８．６５）等が顕著
な向上を示している。又，収入では，ニンニク（１７７．７８），ショウガ
（１４７．４２），ニガウリ（１１３．８４），ニンジン（８０．０６），トマト（７８．６５），ポイ
ントガード（７６．１６），タマネギ（６８．６８），カントリービーン（６０．３３），トウ
モロコシ（５０．３５），トウガラシ（５０．２７）等の向上が顕著に見られる。
４）流通改善対策支援
適正な価格形成による農家収入向上と生産計画の市場への対応を促進する
為，流通改善対策として地方行政エンジニアリング局（LGED）の設計によ
る７８ヵ所の市場設置が目標で，内訳は北西部地方の中央卸売市場（１），県
の卸売市場（１６），郡での直販市場（６１）となっている。２００６年までの実施
NGO
Credit Disbursed as on June ２００６
Amount（Million Tk） No. of Loans Area covered（ha）
BRAC
PROSHIKA
RDRS
GKF
４２０．０７
２４０．２２
９９．２３
１１５．０８
８３９８６
４６８９５
２２１２７
３３２８６
１９２９０
９４７０
５９８０
８２２６
Total ８７４．６０ １８６２９４ ４２９６６
Table ５ NGO Wise Progress of Credit Disbursement
Source：NCDP ２００６
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状況は，用地確保を終えた７２ヵ所の設置が進行しており，５県，２２郡での市
場が完成している。郡での直販市場は，NCDP事業からの助言・指導を受
けて，農民グループの連合によって運営するもので，販売活動の運転資金の
融資支援を担当 NGOから受ける仕組みになっている。指導職員への訓練
（ポストハーベスト管理，アグリビジネス，流通）は Bogra県の BRDAで
HVC NCDP
farmer
Non−NCDP
farmer
Difference
in yield
Difference in
Productivity(%)
NCDP
farmer
Non−NCDP
farmer
Difference in
net return
Incremental
profit（％）
Potato
Tomato
Cauliflower
Cabbage
Pumpkin
Garden pea
Pointed gourd
Okra
Bitter gourd
Brinjal
Carrot
French bean
Country bean
Bottle gourd
Onion
Garlic
Ginger
Chilli
Turmeric
Maize
Aromatic rice
Water melon
Papaya
Banana
１６６５１
２１８４２
２７３０２
３０７６９
１８７７２
５９０２
２５８９６
１３１２４
１５４７３
２１８１１
１３６３９
１０８９２
１６８３０
１５２３３
１０８８９
７９６５
１２３３９
９４７１
１１１３８
７６６７
４１８１
７７０８
３３５８０
３１５３１
１３８３２
１６５００
２５７８０
２７９８０
１５８６０
５１９１
２０６４７
１１８８０
１４７６０
１７５６８
９１１３
１０４０６
１１１５２
１１８４１
７４１２
４１８５
６９８８
８２５０
７９０４
５４３３
３５６４
６５８７
２７１９６
２５３３１
２８１９
５３４２
１５２２
２７８９
２９１２
７１１
５２４９
１２４４
７１３
４２４３
４５２６
４８６
５６７８
３３９２
３４７７
３７８０
５３５１
１２２１
３２３４
２２３４
６１７
１１２１
６３８４
６２００
２０．３８
３２．３８
５．９
９．９７
１８．３６
１３．７
２５．４２
１０．４７
４．８３
２４．１５
４９．６７
４．６７
５０．９１
２８．６５
４６．９１
９０．３２
７６．５７
１４．０８
４０．９２
４１．１２
１７．３１
１７．０２
２３．４７
２４．４８
５１１３７
１４４７４５
１４７８１０
１１８３６２
９４０５５
６３５０７
１３２５７１
５８１１９
１２０８９０
１２５０１７
９９３０７
６９８１３
１０７１２０
６２２２１
８５０３１
８７５２３
９９８５３
１８１３２８
８４５８８
２８２９２
３６６６８
１０７５９８
１８２３００
９０６０９
４６８５７
８１０２３
１２６１５７
９４１０１
６３７２２
５２２４５
７５２５７
５５０６９
５６５３２
８２７７６
５５１５１
４７９４１
６６８１３
４５１５５
５０４０９
３１５０８
４０３５８
１２０６６７
５９４８４
１８８１７
３０５６８
８２９２６
１３４０７５
８６５８５
４２８０
６３７２２
２１６５３
２４２６１
３０３３３
１１２２２
５７３１４
３０５０
６４３５８
４２２４１
４４１５６
２１８７２
４０３０７
１７０６６
３４６２２
５６０１５
５９４９５
６０６６１
２５１０４
９４７５
６１００
２４６７２
４８２２５
４０２４
９．１３
７８．６５
１７．１６
２５．７８
４７．６
６．８２
７６．１６
５．５４
１１３．８４
５１．０３
８０．０６
４５．６２
６０．３３
３７．７９
６８．６８
１７７．７８
１４７．４２
５０．２７
４２．２
５０．３５
１９．９６
２９．７５
３５．９７
４．６５
Table ６ Relative Profitability of HVCs Production by Project and Non−Project Farmers
Priliminary information from the Annual BME Survey, 2005 of NCDP
Source：NCDP ２００６
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行われ，DAE，DAM，NGO及び地方行政の担当者１７３名となっている。市
場価格情報は DAMの Dhaka本部から各県に送信され，郡段階へは週報と
して情報提供されている。
５）アグリビジネス育成融資支援
地域活性に向けた農産工業育成として農産物集荷，加工，保蔵，販売を扱
う中小業者を支援するもので，NCDP連携事業のラジシャヒ農業協同組合
銀行（RAKUB）による融資制度の基にこれまで１１件が採用されており，業
種としては食品加工，精米（香り米），配合飼料生産，種子生産・流通，骨
粉製造，冷蔵・冷凍倉庫等があげられる。
６）現地適応試験・研究
地域への適正技術開発の為，事業地域内の農業研究所（BARI）所管の研
究施設（支場，センター，営農システム研究地等）の連携と，DAE，NGO
農民グループ代表との協議による現地適応試験・研究活動が行われている。
BARIでは事業地域に向けた１７項目の奨励研究をあげており，事例として次
の様なテーマがあげられる。①マンゴー，バナナ，の輸送ロス軽減に対する
梱包方法・資材開発，②マンゴーの寄生虫（Fruit Borer）防除対策，③ショ
ウガ生産に対する病害防除対策（Ringoure Rot Disease），④トウモロコシ
－オクラ－移植 Aman稲の輪作体系による増産効果，⑤カリフラワー栽培
への微量ミネラル（Boron）施用効果，⑥ウリ類の新品種による増収と品質
の向上（NCDP 2006）。
結 語
バングラデシュ農業における園芸部門は，居住区周辺の有効利用，農産工
業の推進，就業機会の創出，輸出振興，ビタミン・ミネラルの供給による栄
養改善・疾病軽減等への役割が期待され，さらに，近年の都市部での食生活
の多様化に伴う需要増大への潜在力が高く評価されている。
近年の農業政策は，各地域に適した営農の再編・整備を図り，作目・畜目
の選択的拡大を促進する体制を整えてきており，園芸部門は小規模農家に
とって内延的充実による経営改善の余地が大きく，女性や青年を含めた生産
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活動の推進と地域振興の基盤となりうるもので，９０年代から進展が見られる
園芸作物生産は，研究・普及計画の策定，生産振興事業，融資制度の見直
し，輸出への条件整備等の施策によって高価値作物（HVC：High Value
Crop）としての位置付けを受けるに至っている。
特に，国際関係機関による農業生産多様化への協力事業によって，農業研
究環境の整備が図られており，革新技術開発の要となる農業研究所
（BARI）の充実・強化に向けた研究員の資質の向上，施設・設備の改善，
国際交流の推進，地方研究組織の拡充等を始め，園芸研究センター，柑橘
類・野菜種子研究センター，香辛料研究センターの設立や，品種改良，優良
種子増殖，食品加工，流通経済等への研究の強化が行われてきた。又，世界
銀行（WB）の援助による園芸作物輸出振興事業も定着しており，欧州やエ
スニック諸国への輸出が進展している。
本研究の事例で見てきた様に，アジア開発銀行（ADB）の援助によるバ
ングラデシュ北西部全域（１６県，６１郡）を対象とした作目多様化事業
（NCDP）は，貧農層（２０万戸）に焦点をあて，園芸部門を基幹とする高価
値作物（HVC）の研究・普及の拡大を図るもので，生産・加工・流通部門
の連携を基盤とした地域振興による農村貧困の軽減と就業機会の創出，流通
の改善への試みが進展している。特に，貧困層の地位向上に長い経験を持つ
NGOとの事業連携によって農民グループの育成と融資支援，グループ販売
の形成による生産と流通の統合を目指しており，他の地域や NGO，民間部
門への啓発となり，又，行政，研究，普及，アグリビジネス，流通の担当機
関及び NGOとの総合的な連携開発事業のモデルとして，農業生産の多様化
推進を担う他の部門（畜産，水産，林産）への波及が期待されよう。
園芸研究・普及活動の事例としての NCDPは，事業期（２００１年～２００８年）
途上での概観であり，事業進展の総括的な成果は評価し難いが，満期後にお
ける近隣地域や一般農家へのHVCの浸透，農民グループ活動の自立性，政
府関係機関の横断的連携の継続性，GOと NGO連携の持続性，さらに，流
通の合理化と園芸食品の安心・安全等への疑問や課題が考察され，２００８年の
後に改めて追跡調査・研究を試みたい。
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Development on the Horticultural Research
and Extension in Bangladesh
–– Development Project and International
Cooperation for Small Scale Farmers ––
Masaki Yamazaki
Agriculture is an important part of the Bangladesh economy, with about
80% of people live in rural area, which accounts for 65% of the labor
force engaged in agriculture. Under the existing land tenure system, the
majority of economic participants in agricultural sector are small scale
farmers. The family farming is characterized by relatively low produc-
tion rates because of factors such as climate, soil condition, crop varie-
ties, irrigation, crop diseases and post−harvest management. Thus, the
research and extension of agricultural diversification can play a signifi-
cant role in meeting people’s nutritional needs and income generation
for the small farmers.
After the independence of Bangladesh, governmental organization and
some non−governmental organization with international cooperation
have been working to conduct research in generating agricultural tech-
nologies and to make them available to the marginal and below mar-
ginal farm families. Afterwards, from 90th, more emphasis for focusing
horticultural sector has been implemented with the objective to build
their capacity in establishing components as High Value Crop (HVC) for
their beneficiaries.
In recognition of the importance of that goal, international agency : Asia
Development Bank (ADB) has provided funding and management advice
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to Department of Agricultural Extension(DAE) under the Ministry of
Agriculture for the implementation of the Northwest Crop Diversifica-
tion Project (NCDP : 2001~2008) for small farmers through partnership
with NGOs in order to : 1) Farmer’s training and extension of HVC, 2)
Farmer’s mobilization and credit support, 3) Marketing support, 4) Pilot
agribusiness credit line for post harvest activities, 5) Adaptive research
of HVC, 6) Development networking with other government institutions
and NGOs.
It will be good model for other sectors such as livestock, fishery, and for-
estry in Bangladesh.
－ 329 －
